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Ｉ　はじめに
社会科教育において地域教材の有効性は
，地域教材
が社会認識の基礎
・基本となる内容をもつという内容
的利点や多様な学習活動を保証できるという方法的利
点から指摘できる
。そして，これらの利点をふまえて
数多くの報告がおこなわれている
。しかし先行研究や
実践報告の中では
，次の授業実践とカリキュラムにお
ける問題点が指摘できる。
第１の授業実践における問題点は地域教材の教材構
成にある
。実践レベルでは『学習指導要領』の内容に
基づいた教材配当がなされているが
，地域教材は『学
習指導要領』の内容を重視する教育内容にそった教材
が多いＯその結果
，地域教材は，内容を達成するため
の手段であり資料的性格が強いものになっている
。ま
た内容に基づいた教材構成となっているので
，学習者
の主体的関与を促すことのできる学習方法的利点が実
際の授業では生かしきれず
，教師の主導のもとに授業
が進められる傾向にある。
これに対して
，最近の教材づくり・教材開発の研究
では教材を目的的に研究
・開発することが新たに提案
されてきている1）
。これら目的的な教材研究では実践
事例の教材構成の方法や教材の特性に注目したもので
，
いわば教材自体に研究の対象をおいたものといえる
。
例えば
，認知心理学の研究成果に注目した研究では，
教材構成の中に学習内容と学習者の主体的関与を促す
学習活動を位置づける教材の措定を提案している2）
。
従来の教材構成が学習内容と同
一なのであるのに対し
て
，これらの教材は，学習内容とはいわば「独立」し
た教材といえる
。そして教材は，学習内容を組み込ん
でいるという内容的側面をも
っとともに児童の学習に
対する主体的関与を促し
，多様な学習活動を可能にす
る方法的側面をあわせもつものである
。小学校におい
ても実践事例を手がかりに独立型教材の教材構成を解明するとともに，それに基づいた授業開発が求められ
る。
第２のカリキュラムにおける問題点はカリキュラム
松　田　 薫
(兵庫県加古川市立野口小学校)
における地域教材の位置づけにある
。多くの実践報告
がなされているにもかかわらず
，事例の多くは単元レ
ベルや授業レベルで研究されることが多い
。その結果，
学年相互の教育内容に対する関連性や系統性まで念頭
においてカリキュラム開発がおこなわれていることが
少ない
。社会認識の足場として地域を取り上げていて
も
，それらが学年間でどう発展・関連づけられている
のかは明らかでないのである。
以上のことから，本研究では地域教材をカリキュラ
ムと授業構成における内容と方法から分析・検討し，
教育内容においては地域教材の系統性を図るとともに
，
研究方法的視点として独立型教材を関連づけたカリキュラムとモデル授業の開発を試みる。
Ｈ　地域教材を活用したカリキュラム構成
カリキュラムにおいては，兵庫県を中心に地域学習
をテ
マーに過去実践されたカリキュラムの中から代表
的な３つのカリキュラム匚教育内容重視型カリキュラ
ム
」匚教育内容系統型カリキュラム」「教材構成重視型
カリキュラム」を選び出した。そしてスコープとシー
クエンスを視点としてカリキュラムの全体構造や内容
構成の特色さらに地域教材の位置づけについて明らか
にする
ことを試みた。
１，教育内容重視型カリキュラム
教育内容重視型カリキュラム3）では
，地域教材を
学年ごとに位置づけて学習がおこなわれている
。しか
し
，学年の教育内容にそった教材構成であるため，自
分たちが住む地域が系統的に教育内容に組み込まれていない。また教材も教育内容に従属しており，学習者
の主体的関与という学習方法的視点が教材構成にはな
い。
２，教育内容系統型カリキュラム
教育内容系統型カリキュラムＯは
，教材自体は教
育内容と区別されていない
。しかし，核となる４つの
地域教材を各学年に系統づけることによって
，地域自
体の特質を明らかにしようとしている。さらに，地域
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自体の理解のみならず
，社会認識の足場として一般の
社会事象・現象に転移可能な典型的事例として教材を
取り上げている
。これは，カリキュラムの開発視点と
して
，大いに示唆をえることができる。
３，教材構成重視型カリキュラム
教材構成重視型カリキュラム5）は，教育内容重視
型カリキュラムと同じように地域教材を各学年ごとに
位置づけており
，教材構成は単元レベルにとどまって
いる
。しかし，教材構成は教育内容とは区別されてお
り
，独立型の教材が設定されている。それは，学習者
の主体的な関与を促し
，多様な学習活動を保証する教
材であるといえる。
このようなカリキュラムの分析・考察の結果としては，次のことがカリキュラムの開発視点として指摘で
きる。
（１）地域教材を系統づけたカリキュラムの開発
。
・（２）独立型教材による教材開発。
Ⅲ　地域教材を活用した教材構成の類型
授業の実践事例6）の類型にあたっては，地域教材
が社会事象の何を内容として構成されているのかとい
う構成内容と
，地域教材が教育内容との関わりでどの
ように構成されているのかという構成方法の二つを視
点として以下のような類型化を行った
。
１，構成内容の類型7）
教材の構成内容においては社会事象の役割
・仕組み
を内容とした「社会機能
」，地域社会を形成する様々
な構造を内容とした［‾社会構造］
，現在に至るまでの
歴史的事象を内容とした「社会変化
」，社会事象が生
み出す様々な問題を内容とした匚社会問題」，地域社
会を形成する基盤を内容とした「‾社会基盤
」とに類型
した
。さらに「社会機能」は，「生産」厂流通」「‾運輸・
通信」匚交通」「生命の保全」「資源の保護」「文化・政
治」に細分化した。「社会構造」は「地域構造」「産業
構造
」に細分化した。匚社会変化」は匚地域変化」厂生
活運動」匚生産」「流通」匚交通」「資源」厂制度」匚住民
生活」に細分化した。厂社会問題」は「産業問題」匚交
通問題」に細分化した。「社会基盤」はさらに「地理
的特徴」に細分化した。２，構成方法の類型8）
教材の構成方法においては
，教育内容との関わりで
教材
・教具がどのように構成されているのかによって
「‾教育内容同一型」の教材構成方法と匚教育内容独立
型
」の教材構成方法とに大別できた。
（１）教育内容同一型の教材構成の方法
教育内容同
一型の教材構成では教育内容と教材が区
別されず，教育内容の構成に対応して教材が設定され
ている
。そして教育内容と教材との関連によって「列
挙的」「関連的」「範例的」「対比的」「類比的」に区分
できる。
①列挙的構成の教材事例
列挙的構成の教材構成は教育内容に応じて教材が単
独で設定されており，教材相互の関連性は見られない
ものである。
②関連的構成の教材事例
関連的構成の教材構成は教育内容に応じた教材が設
定されているのと同時に教材相互にも関連性をもたせ
ているものである。③範例的構成の教材事例
範例的構成の教材構成では
，具体的事例を教材に示
すことによって学習内容を絞り込んだ構成になってい
るものである。④対比的構成の教材事例
対比的構成の教材構成では複数の教材を比較・検討
しようとするものである
。
⑤類比的構成の教材事例
類比的構成の教材構成では
，複数の教材から共通の
教育内容を導きだそうと構成されているものである
。
（２）教育内容独立型の教材構成の方法
教育内容にそった教材や資料によって組み込まれて
いる構成を教育内容同一型とし位置づけた。教育内容
独立型の教材構成は
，教材が教育内容から独立的に構
成されている方法である。従って教材は教育内容その
ものではない。
教育内容独立型では教育内容を内包しつつも児童が
学習活動に対して主体的な学習参加が可能である
。ま
た教材を核として教育内容の発展的な展開がなされる
教材構成である
。従って教育内容独立型の教材構成は。
教材を先行して研究し
，教材自体から学習構成を構築
しており，さらに，学習方法的視点を含んだ教材であ
るといえる。
教育内容独立型の教材は
，教育内容と教材の関連に
よって典型的構成の方法がとられている
。またそれら
は，教材の特性から「具体物」と「活動」に区分され
る。
①典型的構成
・具体物の教材事例
典型的構成
・具体物の教材事例からは，社会機能の
生産を構成内容とする「仏壇店調べ
，仏壇づくりの技
術」を典型的事例として取り上げ，その構成内容につ
いて考察する。
本単元では伝統工業の生産活動やそれにたずさわる
人々の伝統的技法や技術の理解をねらいとしており
，
その典型的事例として地域の伝統工芸と取り上げている範例的教材の方法がとられている。教材は「仏壇」
－30－
という具体物を取り上げ，学習展開において仏壇店の
調査，仏壇店主の話，彫刻工場の見学などから，教育
内容に迫っている。このように本事例では，単元全体
の教育内容とは独立した仏壇という具体物で教材構成
がなされている。
②典型的構成・活動の教材事例
本事例は，ミニ古墳づくりという体験活動で教材が
構成されている。つまり学習活動そのものが教材とし
て位置づいている。そして教材は教育内容と区別され
ており，教育内容との関連は独立している。
以上実践事例を手がかりに，地域教材を利用した小
学校社会科の教材構成の類型結果を示したものが表 工
である。
表１　教材の構成内容と構成方法
構成方法匹 匸 教　 育　 内　 容　 同　 一　 型 教 育 内 容 独 立 型
列　　挙 関　　連 範　　例 対　　比 類　 比 典型， 活動 典型，具体物
社
会
機
能
生　 産 ９ ４ 10 ２ ２
流　 通 ２ １ ５
運 輸 ・ 通 信 １ １ １
交　 通 ３ ５ ２
生 命 の 保 全 ４ ２ ７ ２
資 源 の 保 護 １
文 化 ・ 政 治 ２
装跫
社 会 構 造 １
産 業 構 造 １
社
会
変
化
地 域 変 化 １ １
生 活 運 動 １ ２ ５
生　 産 １ １ １
流　 通 １
交　 通 ２ ２ ２ １
資　 源 １
制　 度 ３ １
住 民 生 活 ２ １ １ ３
社
会
問
題
産　 業 ２ ２
交　 通 １ １
竰
地 理 的 特 徴 １
全 １ ０ ９ 事 例 29 16 37 18 ３ １ ５
表１の類型結果から次のことが指摘できる。
構成内容においては，社会機能と社会変化の教育内
容を多くの事例が取り上げている。これらは教材の設
定において，各学年の『学習指導要領』の内容に基づ
いて地域素材を教材化している。しかし，すでにｎの
カリキュラム構成で指摘したとおり，教材の構成にお
いては，自分たちの住む地域の特質を明らかし，社会
認識の足場として地域教材を取り上げることが必要で
ある。そのためはカリキュラムと授業の開発視点とし
ても，核となる教材を設定し，各学年を系統立てて学
習するための教育内容の編成が必要になる。
構成方法においては，ほとんどの事例で教育内容同
一型の構成が取られている。そのため教材は教育内容
に基づいて固定的に設定されている。これに対して教
育内容独立型の教材構成では，地域素材の掘り起こし
から学習者の心理的側面や学習方法を視点とした教材
の組み立てがなされている。 このように教育内容独立
型の構成では学習者の主体的関与を促し，多様な学習
活動を保証する教材構成であることが評価できる。従っ
て，教材構成の方法を改善し，教育内容独立型の地域
教材を各学年に設定することが授業の開発視点として
指摘できる。
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IV　 加古川地域における地域教材を活用したカリキュ
ラムと授業の開発
１，カリキュラム開発の基本的視点
ｎ～Ⅲの研究の成果に基づいて，加古川地域におけ
る小学校社会科カリキュラムを構想する。その際，カ
リキュラム開発の基本的視点として(１)地図教材・教
具を活用した単元開発(２)地域教材の系統性を図った
カリキュラム開発(３)独立型の地域教材による単元開
発の３点を基本的視点･とする。具体的なカリキュラム
の内容は表２のようになる。
表２　加古川地域における地域教材を活用した年間指導計画
第　 ３　学 年 第　 ４　学　年 第　 ５　学　 年 第　 ６　学 年
(１) 農業の特色と農業の盛んな
地域
卩‾而舌四 隅 厦 荷 ‾1
・農業の盛んな地域
・米づくりの盛んな地域
・食料資源の確保
(２) 水産業の特色と水産業の盛
んな地域
卩[Emm 諤
・日本の水産業の特色
・これからの水産業
(３) 工業の特色と工業の盛んな
地域
・工業の発達と国民生活
・広がる工業地域
（1 ）日本の歴史
・日本の国の始まり　　　　 、
・天皇を中心とした政治
（1 ）気球に乗ってみよう
・空から見える景色を描こう
・屋上からの見学
・道路図で遊ぶ
・校区探検
・絵地図作り
・校区のようすをまとめよう
（1 ）くらしに役立ち，くらし
を守る地図集め
・地図集めをしよう
・地図の分類 ・古代の交通
・古代の道を探そう
・賀児の駅はどこに
・都にっながる山陽道
ｌ
（２）水道水の値段はいくらか
・家庭での水調べ
・上下水道の見学
・94年の異常渇水
・加古川市の水
・藤原道長と鎌倉武士
・新しく生まれた文化
・天下統一
・徳川氏の政治
（2 ）わくわくランド加古川
・地図集めをしよう
・地図の仲間わけをしよう
・市全体の土地のようす
・川と堤防
・低い土地の利用
・高い土地の利用
・市内見学
・わくわくランド加古川の紹介
｜
｜
（3 ）ごみか増えると土地も増える
・ごみ収集車の順路
・ごみ調べをしよう
・清掃センターの見学
・ごみのゆくえ
・増え続けるごみ
・ものを運ぶ
・江戸時代の交通図探し
・俵で運ぶわけ
・高瀬乗りのくらし
・高瀬舟の秘密
・学習のまとめ
｜
・鉄をつくる神戸製鋼
・工場の分布図を見よう
・工場の敷地は海だった
・金沢新田ができたわけ
・工場ができた理由
・工業用水はどこから
・大工場と部品工場
｜
厂にド
１
（3 ）パンストにできて
靴下にできないこと
・工場分布図を見よう
・加古川の仕事調べ
・工場はどんなところに多い
・志方町の靴下工場
・志方に工場ができたわけ
・靴下工場のようす
・全国に送られる製品
｜
｜
（４）緊急放送，給食室から
火災発生
・地図から防火施設を調べよう
・消火に使われる水はどこから
・通信司令室の役割
・加古川消防署の見学
｜
・近代工業の発達
・松風小径をたどってみ
よう
・高砂線と多木化学
｜
｜
（４）アラブ人の頭巾は播州織り
・綿布の生産地地図を見よう
・播州機織りの仕組み
・輸送革命
・ガチヤマン時代
・全国にある伝統工業
｜
１
（5 ）新井用水のビデオを作ろう
・用水路をたどる
・グル プーごとの作業
・ビデオ撮彫と試写会
（２）国民生活に生きる政治
・くらしを支える政治
m
・政治を支える選挙
・国民生活を支える憲法
（３）国際社会に生きる日本
卩‾莉 牽 印 軒 ‾司
・つながりの深い世界と日本
・平和を築く世界と日本
※ 二 の単元が地域教材を
活用した単元
｜
１
（4 ）私達のお店選び
・校区のお店マップ作り
・買い物調べ
・店の仲間わけ
・商店街・スーパーの見学
・商店街のようす
・スーパーの売場
・品物や人を運ぶ
｜
1
（5 ）運輸業と貿易
･ 運輸業と私達のくらし
･ 貿易の結びつき
｜ （６）もし，海面が100m 上がると
・兵庫県の地図集め
・地図の仲間わけ
・加古川と人との関わり
・加古川の源流をたどって
・海抜90m の分水界は何故できた
り 口古川の氾濫
・加古川大堰ができる
｜
・宅配便の旅
・取扱店マップづくり
・速く届く仕組み
・宅配便の運転手さん
・ ターミナルの見学
・「宅配便の旅」のまとめ
｜
（5 ）タイムマシーンに乗って
・昔の地図集め
・地図の仲間わけ
・学校で一番古い教室は？
・古い道と新しい迸
・初めて学校ができた頃
・鶴林新道にＳＬが走っていた
・昔と今の年表づくり
｜
｜
（６）ケープルテレビって何
・通信網のわかる地図を
集めよう
・ケーブルテレビって何
・テレビスタジオの見学
・テレビと私達の関わり
（6 ）これからの加古川市
・新しい加古川市の地図を見つけ
よう
・駅が高架になるわけ
・幸せなくらしを求めて
|
（7 ）国土のようすと環境保全
・国土の利用
・全国川サミットイン加古川
・全国の川の地図集め
・今, 川の水はどうなってい
るのか
・サミットの議題を考えよう
・全国川サミットを開こう
―  32 ―
２，加古川地域におけるカリキュラムの開発
加古川地域の構造的特質より導かれたものとしては
自然的環境である厂加古川
」と社会的環境である「交
通と社会変化」である
。これらをカリキュラムの中心
的教育内容として系統づけた。
（１）厂加古川
」を系統づけた独立型教材の開発
３学年では匚わくわくランド加古川」４学年では
「もし
，海面が100m上がると」「水道水の値段はいく
らか
」「緊急放送，給食室に火災発生」「新井用水の
ビデオをつくろう
」第５学年では「国土の様子と環境
保全
一全国川サミットイン加古川」６学年では匚もの
を運ぶ
」である。「加古川」では，その範囲を加古川
市さらに兵庫県と広げ
，川を中心とした地理的特徴を
学習するとともに
，治水と利水の面から自然環境であ
る川と人々の関わりや日常生活と切り離せない貴重な
資源として川があることを教育内容としている
。また
系統づけた教育内容と関連する単元として
，４年生の
社会機能
・生命の保全を教育内容とする「くらしに役
立ちくらしを守る地図集め」を地域教材を活用した単元として位置づけた。
各学年における独立型の教材は次のようになるo
3年生の匚わくわくランド加古川」では，加古川市
内の地形の特色と人々の土地利用のようすの理解が教
育内容であり
，その教育内容と独立する厂加古川市の
様々な地図
，市内見学，ガイドブックづくり」などが
教材である
。そして，学習者はこれらの教材によって
加古川市のガイドブックづくりという学習活動を通し
て各地域の地形と産業の結びつきや市内を流れる加古
川と枝葉にわかれる用水路のようすを理解していく
。
４年生の匚新井用水のビデオをつくろう」では，困難
に立ち向かいながら水の流れていない土地に永を引き
，
開田していった農民達の苦労や努力を理解させること
が教育内容であり
，その教育内容と独立する厂新井用
水のビデオ製作
」などが教材である。そして，学習者
はビデオ製作という学習活動を通して工事のようすや
用水の果たした役割などを関連的に理解していく
。５
年生の匚全国川サミットイン加古川」では，現在の日
本や世界が直面している自然破壊の問題から国土の環
境保全や地球規模での自然保護についての大切さを理
解することが教育内容であり
，その教育内容と独立す
る「サミットの意味
，議題作り，川に関する資料集め，
川サミット
」などが教材である。そして，学習者はそ
れらの教材によって冂IIサミットを開こう
」という学
習活動を通して加古川の水の汚染状況や環境保護への
取り組みの現況を理解していく
。６年生の厂ものを運
ぶ
」では，近世の加古川地域における交通路の発達と
それに伴う陸路や水路の流通システムの理解が教育内
容であり
，その教育内容と独立する厂近世の交通地図，
人や物資を運ぶもの
，物資を包むもの，高瀬舟の資料」
などが教材である
。そして，学習者はこれらの教材に
よって典型的事例として加古川地域近世における物資
や人々の輸送システムの仕組みを理解していく
。
（２）「交通と社会変化」を系統づけた独立型教材の
開発
３年生では「気球にのって見よう」「タイムマシー
ンに乗って
」「パンストにできて靴下にできないこと」
「これからの加古川市
」，４年生では「新井用水のビ
デオを作ろう
」「ごみが増えると土地も増える」，５
年生では「鉄をつくる神戸製鋼」「宅配便の旅」，６
年生では「古代の交通
」「ものを運ぶ」厂近代工業の発
達
」ある。「交通と社会変化」では道路や鉄道を具
体的に取り上げ
，交通網の発達とそれに伴う社会変化
（産業構造や地域の構造の変化）を教育内容としてい
る
。また系統づけた教育内容と関連する単元 ，
３年生では社会機能
・流通を教育内容とする「私たち
のお店選び
」，４年生では社会機能・生命の保全を教
育内容とする「水道水の値段はいくらか」「緊急放送，
給食室から火災発生
」，５年生では社会機能・生産を
教育内容とする「加古川市の野菜作り
」「尾上町の海
苔養殖
」また社会機能の通信を内容とする「ケーブル
テレビつて何？
」，６年生では社会機能・交通と運輸
を教育内容とする「姉妹都市を探そう」を地域教材を活用した単元として位置づけた。
各学年における独立型の教材は次のようになる
。３
年生の「気球に乗って見よう」では，校区や市内の地
形
，土地利用のようすや集落の分布，交通のようすか
ら人々の生活と自然環境とは深いつながりがあること
を理解することが教育内容であり
，その教育内容と独
立する厂地区の絵図
，地区の道路図，航空写真，校区
探検
，絵図づくり」が教材である。そして，学習者
はこれらの教材によって地域の特徴ある施設や建物と
道路の結びつきや地域の地形と人々の生活の結びつき
を関連させながら理解していく
。４年の厂ごみが増
えると土地も増える
」では，家庭や各地区の集積場か
ら出されたごみがどのような経路や仕組みで処理され
ているのかを理解する教育内容であり
，その教育内容
と独立する「灰（焼却灰）
，ごみの仲間分け，焼却場
の見学
，フェニックス計画のＶＴＲ」が教材である。
そして
，学習者はそれらの教材によって，役割のある
「もの
」もその役目を終えたあと，様々な「ごみ」や
「灰
」となって埋め立て地に処分されていくことを全
体的に理解する
。５年生の厂ケーブルテレビつて何？」
では
，技術の発展とともにめざましく発達する通信産
業の中で，特に家庭に映像が届くまでの仕組みや番組
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制作の過程を理解するとともに
，情報の選択，情報の
相互発信など有効なメディアの活用のあり方を考えさ
せることを内容であり
，その教育内容と独立する「通
信網地図，ケーブルテレビの仕組み，チャンネルの中
身
，放送局の見学」が教材である。そして，学習者は
これらの教材によってテレビの果たす役割や今後のメ
ディア活用の方法を典型的事例として理解する
。なお
６年生の「ものを運ぶ」は「加古川」を系統づけた教
育内容と共通の単元である。
3
，4学年の単元「ごみが増えると土地も増える」の授業の開発
（１）単元の設計視点（全８時間）
第1次「たくさん出るごみ
」は，様々な灰を観察・
比較することからその元になるものを考える。そして
ごみの概念は多様で有用なものであ
っても役目を終え
ればごみとなり焼却されている事実に気づか
せる。さ
らに清掃
工場の焼却灰から，どのようなごみが出され
またどのような過程を経て灰になるのかを調べる意識
を持たせたい。
第２次「ごみを調べよう」は，家庭から出されるご
みの量や種類を調べることによって多種多様なごみが
出されていることを理解させる
。また，ごみが分別収
集にされるわけを考えさせる
。さらにごみ箱やごみ収
集車の移り変わりを見ることによって，生活様式の豊
かさからこれらごみが多量に出されるようになったこ
とを理解させたい。
第３次「清掃工場の見学」は，集積場で集められた
ごみが清掃工場でどのような過程を経て焼却灰になっていくのかを，清掃工場を見学することによって理解
させる
。さらに焼却されても灰となってごみは残るこ
とに気づかせ
，灰のゆくえを追求する意識を持たせる。
第４次「ごみのゆくえ」は，フェニックス計画の概
要を知り
，焼却灰が最終的に尼崎沖に埋め立てられこ
とを理解させる
。さらにフェニックス計画が出された
訳を考えることによって，ごみは市町レベルを越え，
広域的に処理されていることに気づかせる。第５次「増え続けるごみ」は，埋め立て地の写真や
ごみの増加状況，市のごみ減量対策を手がかりとして，
ごみ問題と自分たちの生活を考えさせる
。ごみの焼却
灰によって海が埋め立てられているという現実を
，環
境保護と資源の再利用という立場からとらえさせる。
そして環境保護のためごみを少しでも減らそうとする
意欲へつなげたい。
Ｖ　おわりに
本小論では
，実践事例を手がかりとして，カリキュ
ラムにおいてはスコープとシークエンスを視点,として，また授業においては構成内容と構成方法を視点として
考察した
。さらに研究の成果を具現化させるものとし
て
，加古川地域における地域教材を活用したカリキュ
ラム及び授業の開発をおこなった。
しかし加古川地域におけるプランは
，まだ構想の段
階であり
，今後の具体的な授業実践や研究活動によっ
てカリキュラム構成及び学習計画の修正・改善を図っていくことが今後の課題である。
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